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森林で放射性セシウムはどう動いているのか？
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森林の放射性セシウム

radioactive cesium は

どこから来て、どう動き、

どう影響するのか？
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【データ出典】林野庁 (2020) 令和元年度森林内における放射性物質実態把握調査事業報告書

森
林
内
の

rCs
分
布
割
合
(%)

常緑針葉樹林(スギ)の一例

55% 85% 92% 96% 96% 97% 96% 96% 96%

葉の寿命
3~6年

1年目に
大きな動き

3~5年で
落ち着く樹木

土壌

樹木が捕捉したrCsの大半は、短期間に土壌へ

rCs

rCs
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森林土壌ではどのように動いたのか？

穴を掘って調べてみました
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森林土壌は二つの層に分けられる

落葉層
落葉・落枝や、分解途中

の有機物

鉱質土層
粘土・砂などの無機物が

主体
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落葉層の137Cs量は徐々に減少する

【出典】林野庁 (2020) 令和元年度森林内における放射性物質実態把握調査事業報告書

2011年 2019年

樹木からの移行
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分解・溶脱

鉱質土層へ移行

落葉層の有機物は137Csを「一時的に」吸着する

静電的吸着

＋
＋
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鉱質土層の表層(0-5 cm)の
137Cs量は横ばい

【出典】林野庁 (2020) 令和元年度森林内における放射性物質実態把握調査事業報告書

2011年 2019年

落葉層
からの移行
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下層

表層 0-5 cm
全体の約85%

5-10 cm

10-15 cm

15-20 cm

137Csは鉱質土層の下層にはほとんど移動していない

【出典】林野庁 (2020) 令和元年度森林内における放射性物質実態把握調査事業報告書

2011年 2019年
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風化した雲母など

137Cs+

鉱質土層の粘土鉱物により137Csは強く固定される

下層への移行や系外への流出はほとんど起きていない

その他の陽イオン

フレイドエッジサイト
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まとめ

 ほとんどの137Csが鉱質土壌の表層（0-5 cm）に存在する

・落葉層の有機物による137Csの吸着は一時的

・137Csは一部の粘土鉱物の層間に強く固定される

➡下層への移行や系外への流出は

今後もほとんど起きないと予想される

 落葉層除去による除染の効果は、現在では限定的
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補足: 樹木の根による137Csの吸収→転流→落葉のサイクル

土壌中の一部の137Csは根より吸収され、森林生態系内を長期的に循環する
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樹木 落葉層

鉱質土層

森林内の137Csの分布（2019年時点）

補足: 樹木の根による137Csの吸収→転流→落葉のサイクル

土壌中の一部の137Csは根より吸収され、森林生態系内を長期的に循環する

【出典】林野庁 (2020) 令和元年度森林内における放射性物質実態把握調査事業報告書
Komatsu et al. (2017) Scientific Reports

 土壌中のカリウムが多いほど、
樹木の137Cs吸収量は少なくなりそう

 ただしまだ分からないことも多い

原発事故後に植栽したヒノキ
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